
［新版］企業戦略論【下】全社戦略編｜編集部おすすめの１冊

数あるビジネス書や経済小説の中から、M＆A
Online編集部がおすすめの1冊をピックアップ。M＆Aに関するものはもちろん、日々の仕事術や経済
ニュースを読み解く知識として役立つ本を紹介する。

［新版］企業戦略論　戦略経営と競争優位【下】全社戦略編　ジェイ B.バーニー著、ダイヤモンド社刊

あなた自身がM＆Aを検討している場合、あるいは、あるM＆A案件の有用性を外部または内部に説明し
なければならない立場である場合、本書は役に立つだろう。原著者のジェイ
B.バーニーは、リソース・ベースト・ビュー（資源ベース理論；RBV）の第一人者であり、原書は欧米
のビジネススクール（MBA）でも使用されている。日本では18年ぶりの改訂新版として出版された。

本書は、基本編（上）、事業戦略編（中）、全社戦略編（下）の全3巻から構成されており、下巻はVRI
O分析というフレームワークを用いて「垂直統合」「多角化」「経営多角化に向けた組織体制作り」「
戦略的提携」「合併・買収」の5章立てとした。

実際のM＆A事例を取り上げ、ケーススタディーの形式で経営戦略論の観点から解説しており、頭に残
りやすい。各章のはじめに到達目標を示し、押さえるべきポイントを頭に入れて読み進めることができ
る。また各章の終わりには、チャレンジ問題と演習問題を用意し、理解度をチェックできる。バーニー
が考案したVRIO分析は、ポジショニング理論（どの領域で勝てるか）と資源論（内部資源から経営戦
略を考える）を統合し、意思決定のフレームワークに活用できる。この「VRIO」とは、経済的価値（V
alue）、希少性（Rarity）、模倣可能性（Imitability）、組織（Organization）という4つの切り口から
、その資源が企業の競争優位の源泉になりうるかを分析し、すべての条件が満たされると業界標準を上
回る収益が期待できると結論づけている。

VRIO分析の結論は、「そりゃそうだろう」と誰もが思い、「それができていれば苦労しないよ」と言
いたくなるだろう。とはいえ企業あるいは事業分析のツールとして利用価値があることは本書を読めば
明らかだ。

また、前書きで述べているとおり、類書（例えばポーターの経営戦略論など）ではあまり扱うことのな
い事項（M＆A）についてページを割いている点が特徴的であることは間違いない。

繰り返しになるが、M＆Aを検討している経営者や事業会社の担当者はもちろんのこと、M＆A実務のベ
テランであっても「合併・買収がこれほど多いのはなぜか」、「フリーキャッシュフローが他社を買収
する動機となる理由を説明せよ」といった設問に即答できないなら、本書を一読する価値はあるだろう
。（2021年12月発売）
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